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山口雅功教授のご退職にあたり
社会福祉学科主任教授清水海隆
　本学社会福祉学部社会福祉学科教授・山口雅功教授は，学園の規定により平成25年3月末日
をもって満70歳の定年退職を迎えることとなった。ここに一文を草し，山口先生に贈る言葉と
したい。
　山口先生は，昭和17年8月生まれ。茨城県下で高校時代を過ごしたのち，昭和41年3月に専
修大学経済学部経済学科を卒業ののち，立正大学大学院文学研究科地理学専攻修士課程を経て，
同専攻博士課程に進まれて，昭和50年3月に中途退学をされており，本学（大学院）の先輩で
ある。この間，昭和47年大森工業高校・文教大学女子短期大学部・専修大学文学部・立正大学
短期大学部・立正大学教養部・立正大学文学部などの非常勤講師を務められ，昭和58年4月，
現在の社会福祉学部の前身である立正大学短期大学部社会福祉科専任講師の運びとなった。そ
の後，同短期大学部助教授を経て同短期大学部教授に昇任され，平成8年4月の短期大学部の
4年制大学改組に伴って最後まで短期大学部の学生の指導に関わり，平成10年4月に立正大学
社会福祉学部社会福祉学科教授に就任されたのである。
　山ロ先生の専門は地理学である。文学修士の学位を取得する際の論文は「霞ヶ浦流域におけ
る地表流出量に関する地理学的研究」であり，加盟学会も日本地理学会・日本地下水学会等々
である。本学における担当科目も短期大学部時代は地誌学・人文地理学・自然地理学等であり，
また4年制大学改組後の社会福祉学部では地理学や地学などの科目であった。
　しかし，立正大学短期大学部に専任講師として就任されて以降の先生の所属が社会福祉分野
の従事者養成を主眼とする社会福祉科もしくは社会福祉学科であったこともあり，先生はその
教育・研究対象を拡大されている。それは，平成14～16年度の「障害者スポーツに関する基礎
研究」（代表・溝口元）への参加や，平成15年度のサバティカル（研究休暇）の際の課題「都
市空間における移動環境に関する研究一日本の主要都市にみる社会的弱者に関する移動環境の
整備計画一」，さらには平成16年度に地元・熊谷市で開催された全国障害者スポーツ大会にあ
わせた学官協同事業「熊谷市バリアフリーマップ」作製の主導などに顕著に示されているよう
に，障がい者福祉，中でもバリアフリー社会の実現化としての都市計画や障がい者スポーツに
関する研究・教育であった。そして担当科目としても，平成21年度以降には先の科目に加えて，
障害者スポーツ論・アダブテッドスポーツ実技等を担当し，障害者スポーツ指導員の養成に尽
力されている。
　先生は大学・学部・学科の運営に関しても多大な役割を担ってきた。社会福祉学部就任の翌
年，平成11～14・16年度には大学予算会議委員として，学部予算の作成・執行に関わり，社会
福祉学部の適正な運営を指導され，平成17～19年度には社会福祉学科主任として学部運営・学
科運営に関わっている。そして，この間に迎えた学部！0周年記念事業の実施においても，中心
的な役割を担い，記念事業を成功に導いている。その後，先生は平成22年1月～24年3月に学
校法人立正大学学園理事会に教員選出理事として関わり，及川周介理事長の下で，冬の時代と
言われるわが国高等教育を取り巻く環境の中で，大学・中高を含めた立正大学学園全体の運営
に関与することとなった。
　さて，先生の立正大学短期大学部・同社会福祉学部におけるさまざまな活動の中で，特筆す
べきは学生指導への尽力である。特にゼミナール所属学生の指導および社会福祉学科生への進
路指導に関しては，先生が群を抜いていることは誰もが認めることであろう。当該授業時間以
外にも研究室や面談コーナーで学生と話し込む姿が毎日のように見かけられ，毎年実施される
ゼミナール合宿は盛況であったと伝聞している。そのことは，平成20年度より務められた強化
クラブ・ラグビー部の部長としての活動にも示され，巨漢の学生が先生に時に指導され，時に
叱責されている姿にはほほえましいものがあった。多くの卒業生が大学を訪ね，先生の下を訪
問している事実は，先生のこのような学生指導の証左であろう。
　さて，人生80年時代が最近では人生90年時代に入ろうとしている。このような時に満70歳の
定年退職は，「古来稀なり」とされるほどには稀ではなく，まだまだその活躍が望まれる年齢
である。しかし，本学園の規程により，社会福祉学部専任教員の職を解かれるため，やむなく
このような一文を草することとなった。先生にはこの後も非常勤講師としてしばらくお付き合
いいただけることとなっており，嬉しい限りである。今後ますます壮健にて，研究・教育活動
を継続していっていただきたい。また，先生の元来のフィールドは地理学的研究であり，日本
中がその対象地域である。今後は雑事に惑わされることなく，日本の各地にその姿を出現させ
活躍されることを願って，拙い文章を閉じることとする。
　山口雅功先生，30年にわたるお付き合い，本当にありがとうございました。
